
除排雪 へのご理解とご協力を

「令和 7 年度除排雪事業在り方検討会議」のテーマ（課題）

雪のシーズン到来雪のシーズン到来

除雪車との事故に注意！
　除雪車には死角があり、運転手
からは周囲にいる人が見えない場
合があります。そのため、近づく
ことは大変危険です。走行時は車
間距離を空け、作業中の道路脇で
の雪遊びは絶対にやめましょう。

※除雪に関する問い合わせは各町内会長・自治会長を通しての連絡にご協力ください。

玄関先の置き雪処理にご協力を
　通行の支障がない深夜から朝の
間に安全・効率的な「かき分け除
雪」を行っています。道路の雪を
左右に寄せるため、ご不便をおか
けしますが、家の出入り口前の雪
の処理にご協力をお願いします。

町民の皆さんへのお願い

【除雪に関する問い合わせ】建設課土木・管理グループ　☎ 73-7513

　この会議は、除排雪作業に従事する方や地域の代表者
など 20 人で構成され、栗山町の除排雪に関する課題の
意見交換や、持続可能な除排雪体制について検討してい
ます。今年度は「地域と行政の連携」をテーマに、情報
発信の強化や地域のニーズ把握などについて協議を行い
ました。 除排雪事業在り方検討会議の様子

東川町との意見交換（視察）

地域と行政の連携

積極的な情報発信　町民の皆さんの理解を深めます。

町民ニーズの把握　地域ごとの困りごとを把握します。

対 話 機 会 の 創 出　町民の皆さんと対話し、共に解決策を探ります。

　今年度は地域（町内会など）への除排雪事業説明会
や先進地視察（名寄市、東川町）、雪対策庁内検討委
員会（※）の設置などに取り組みました。
　今後は地域での自助・共助意識がさらに高まるよ
う、次の3つの柱で取り組んでいきます。
※冬の課題に対し、庁内連携で情報共有・対策を協議します。

　検討会議では、令和5年から3年間検討を重ねてきた成果と今後の行動計画をまとめた持続可能
な除排雪体制に関する提言書を町長へ提出予定。（4月～5月頃には町民の皆さんにも公開予定）
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